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　従来の外国人雇用状況報告が廃止になり、１０月１日から「外国人雇用状況の届け出」が義務化されます。

具体的には企業の規模に関わらず、外国人労働者を雇い入れた場合は雇用保険被保険者資格の有無に関わ

らずハローワークに届け出をしなければなりません。

　なお、既に外国人を雇用されている事業主の方も届け出が義務化されます。

　また、国、地方公共団体も同様の通知が必要となります。詳細につきましては管轄のハローワークへお

尋ねください。

「外国人雇用状況の届け出」が義務化されます10月1日から 長崎労働局職業安定部

～社員、従業員、アルバイトなど１人でも雇っている会社は、すぐに労働保険（労災･雇用)にご加入を～

　労働保険とは、｢労災保険｣ と ｢雇用保険｣ を総称した言葉で、労働者を１人でも雇用する事業主は、法律

により労働保険への加入が義務づけられています。加入手続は労働基準監督署･ハローワークにおいて事業

主が直接行うほか、｢労働保険事務組合｣ ( 商工会等 ) へ事務を委託する方法や ｢社会保険労務士｣ を利用する

方法もあります。まだ、加入手続がお済みでない事業主の方は早急な手続をお願いします。

お問い合わせ　長崎労働局労働保険徴収室（☎095-801-0025）または最寄りの労働基準監督署･ハローワークへお尋ねください。

10月は労働保険適用促進月間です  ｢社員の安心を守るのは、社長の責任であり社会の義務です。｣
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　南島原市では、男女があらゆる分野に平等に参画し、ともに

社会の発展を支えていくような男女共同参画社会の実現のため

「男女共同参画計画」を策定します。

　そこで、市民の皆さんに男女共同参画について、ご理解いた

だくためにセミナーを開催いたします。ぜひ、皆さんお誘い合

わせの上ご参加ください。

●日　時：10月27日㈯　午後１時30分～

●場　所：西有家公民館（総合学習センターカムス）

●内　容　寸劇「家庭での男女共同参画」　南島原ひまわり隊

　　　　　講演「もっと自分らしく ひと（女）とひと（男）」　

　　　　　講師：長崎県男女共同参画アドバイザー 大浦紘子氏

　　　　　踊り：「フラダンス」 南有馬仲良し会

●主　催：長崎県、南島原市、南島原ひまわり隊

●後　援：南島原市男女共同参画推進懇話会

●お問い合わせ

　南島原市 人権・男女共同参画室　☎０５０ー３３８１ー５０３５

観光ボランティアガイド定時ツアー「九州さるく」とは？
　日本で初めてのまち歩き博覧会「長崎さるく博」は大成功に

終わりましたが、その最大の要因は地元観光ボランティアガイ

ドをはじめ、市民の活躍が挙げられます。その成功事例を参考

に、定時ツアーを九州全域で開催して、ボランティアガイド活

動の活性化を図る目的で行われます。南島原市から、「原城跡

観光ガイドの会」と「口之津史談会」の２グループが参加します。

●開催時期：１０月～１２月（推進月間）

●開催場所：九州一円

●南島原コース

　①「島原の乱」最後の舞台「原城跡」を巡る

　　（真砂→原城跡→原城文化センター→西望公園→原城温泉「真

　　砂」で昼食と入浴）　　　　　　　　　　　　　　　　　

　②南蛮船来航の地を訪ねる　　　　　　　　　　　　　　　

　　（年金センター→口之津歴史民俗資料館→口之津教会跡→

　　南蛮船来航の地→アコウ群落→年金センターで昼食と入浴）

　※①＋②の１日コースも準備しています。

●料　金：1,600 円（①＋②の１日コースの場合は、1,900 円）

●お問い合わせ：南島原市 企画振興部 地域振興課 観光振興班

　　　　　　　　☎０５０ー３３８１ー５０３２　
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